
(C) Copyright 2020 MATSUNO Seiji 

有効数字 

 
物理学で使用する物理量（数値）は，基本的には測定値を使うこととなる。それらの数値は

測定しているがゆえに，どうしても誤差が生じてしまう。 

測定値は，最小目盛りの 
1
10
まで気合いでよみとる！ 

測定した値までが信用がおける（有効な）数値であるとし，これを有効数字とよぶ。 
 

◆ ものさしで測定すると？ 
（例）                      

 
 
                          

 
◆ 有効数字の桁数の異なる数値の計算結果 
物理学では，測定値を使用して掛けたり割ったりして，求めたい物理量を求めることが多い

が，それぞれの代入する数値の有効数字が異なることは実に多い。 
 
有効数字の桁数の異なる数値の計算方法 

  ・足し算引き算 …… 計算結果の末位を最も末位の高いものにそろえる 
  ・掛け算割り算 …… 計算結果の桁数を有効数字の桁数が最も少ないものにそろえる 
・計算途中では …… 有効数字の桁数よりも１桁多くとって計算し最後にあわせる 

 
（例１）1.25＋45.6 ＝ 
 
 
（例２）0.31×2.0 ＝ 
 
 
（例３）950×5.0 ＝ 

 
 
確認問題 次の計算結果を有効数字に注意して求めよ。 

（１）3.14－1.7 ＝ 
 
（２）5.0×3.8×9.8 ＝ 
 

（３）
2700

60A60
＝ 

物理学では，割り算は“÷”の記号ではなく，分数を用いる。 


